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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチを感知し、前記感知されたタッチの接触位置を把握するタッチ感知部、
　該タッチ感知部により把握された第１タッチの接触位置にポインタを設定するポインタ
設定部、および
　前記第１タッチと区分される前記タッチ感知部により把握された第２タッチの移動にと
もなう接触位置の移動を前記ポインタの位置移動に変換する座標変換部、を含み、
　前記第２タッチの接触位置は、前記第１タッチから離れたタッチスクリーン上の任意の
位置であり、
　前記第１タッチの接触位置に設定されたポインタは、前記第２タッチの接触位置の移動
をリアルタイムに反映して移動される、
　タッチスクリーンのための装置。
【請求項２】
　前記接触位置の圧力を感知し、前記感知された圧力に対応する動作を指示する圧力感知
部、をさらに含む、請求項１に記載のタッチスクリーンのための装置。
【請求項３】
　前記圧力感知部は前記感知された圧力の持続時間または前記感知された圧力の強度のう
ち何れか一つによって前記動作を指示する、請求項２に記載のタッチスクリーンのための
装置。
【請求項４】
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　前記タッチ感知部は前記第１タッチと前記第２タッチとを所定の時間差で区分する、請
求項１に記載のタッチスクリーンのための装置。
【請求項５】
　前記タッチ感知部は前記第１タッチと前記第２タッチとを所定の距離差で区分する、請
求項１に記載のタッチスクリーンのための装置。
【請求項６】
　前記座標変換部は前記第２タッチの移動による接触位置の移動を前記ポインタの位置移
動へ１対１に変換する、請求項１に記載のタッチスクリーンのための装置。
【請求項７】
　前記座標変換部は前記第２タッチの移動による接触位置の移動を前記ポインタの位置移
動へ１対Ｎに変換する、請求項１に記載のタッチスクリーンのための装置。
【請求項８】
　第１タッチを感知し、前記感知されたタッチの接触位置を把握する第１タッチ感知段階
、
　前記把握された前記第１タッチの接触位置にポインタを設定するポインタ設定段階、
　第２タッチを感知し、前記感知されたタッチの接触位置を把握する第２タッチ感知段階
、および
　前記第１タッチと区分される前記把握された前記第２タッチの移動にともなう接触位置
の移動を前記ポインタの位置移動に変換する座標変換段階、を含み、
　前記第２タッチの接触位置は、前記第１タッチから離れたタッチスクリーン上の任意の
位置であり、
　前記第１タッチの接触位置に設定されたポインタは、前記第２タッチの接触位置の移動
をリアルタイムに反映して移動される、
　タッチスクリーンにおける方法。
【請求項９】
　前記接触位置の圧力を感知し、前記感知された圧力に対応する動作を指示する圧力感知
段階、をさらに含む、請求項８に記載のタッチスクリーンにおける方法。
【請求項１０】
　前記圧力感知段階は前記感知された圧力の持続時間または前記感知された圧力の強度の
うち何れか一つによって前記動作を指示する、請求項９に記載のタッチスクリーンにおけ
る方法。
【請求項１１】
　前記第２タッチ感知段階は前記第１タッチと前記第２タッチとを所定の時間差で区分す
る、請求項８に記載のタッチスクリーンにおける方法。
【請求項１２】
　前記第２タッチ感知段階は前記第１タッチと前記第２タッチとを所定の距離差で区分す
る、請求項８に記載のタッチスクリーンにおける方法。
【請求項１３】
　前記座標変換段階は前記第２タッチの移動による接触位置の移動を前記ポインタの位置
移動へ１対１に変換する、請求項８に記載のタッチスクリーンにおける方法。
【請求項１４】
　前記座標変換段階は前記第２タッチの移動による接触位置の移動を前記ポインタの位置
移動へ１対Ｎに変換する、請求項８に記載のタッチスクリーンにおける方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置および方法に関するもので
あり、さらに詳細に位置情報サービス（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｂａｓｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
、ＬＢＳ）機器で、ユーザがみようとする画面の内容がユーザの指のような身体一部分や
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スタイラスペンのような道具に一部隠される現象を解消し、ポインタの動作を細密に調節
するようにするタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置および方法に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　位置基盤サービスとは携帯電話、携帯用情報端末機（ＰＤＡ）等移動通信端末機の位置
によって、端末機ユーザに地理情報システム（ＧＩＳ）、衛星利用測位システム（ＧＰＳ
）およびテレマティックスを含む位置関連情報を提供するすべてのサービスを意味するも
のであり、位置基盤サービスは３個の基地局で同時に位置を知る三角ネットワーク方式と
ＧＰＳを利用した方式があり、最近では位置情報、交通ナビゲーションだけでなく、モバ
イル広告、モバイルクーポン、旅行情報、車両診断支援、緊急出動およびタクシーコール
サービスなどの個人部門のサービスが活発に行われている。
【０００３】
　図１Ａないし図１Ｂは従来の位置基盤サービス機器でマップブラウジング機能をとおし
地図がディスプレされたことを図示した図面である。
【０００４】
　参考として、図１Ａないし図１Ｂに図示された位置基盤サービス機器１１０はタッチス
クリーン方式で、ユーザのタッチにしたがい地図の移動、検索および特定位置に対する情
報照会が可能であると仮定する。
【０００５】
　図１Ａに図示されたように、位置基盤サービス機器１１０の画面１１１に地図がディス
プレされており、ユーザは地図でみようとする特定地点１１１ａをタッチし、タッチした
地点１１１ａに対する緯度、経度、地名および地番情報をみることができる。
【０００６】
　この時、図１Ｂに図示されたように、該当地点１１１ａをタッチするユーザの指１２０
のような身体の一部分によって地図でみようとする所定の地点１１１ａだけではなくその
周囲の内容までユーザの視野を妨害する問題が発生する。
【０００７】
　また、上述したように最近位置基盤サービスが個人部門まで活発に行われることによっ
て、位置基盤サービス機器の需要も高まっており、最近デジタル機器が徐々に小型化され
ていく傾向であることを考えると、タッチスクリーンを使用する位置基盤サービス機器で
ユーザの指１２０のような身体の一部分を利用して細密に地図の移動および検索を調節す
るには限界がある。
【０００８】
　特許文献１はタッチパッド操作面の水平回転量、垂直移動量、水平移動量、水平回転量
、傾斜量などを感知する手段を少なくとも１つ以上そろえている、携帯端末などに搭載可
能なタッチパッド型ポインティングデバイスを開示している。しかし、開示された発明は
単純にタッチパッド操作面の移動を感知する手段をそろえているものであって、ユーザ身
体の一部分によって視野が妨害される問題を解決することができない。
【０００９】
　したがって、ユーザ身体の一部分あるいはその他ユーザが使用する道具による視野の妨
害を除去できる発明の登場が要求される。
【特許文献１】日本公開特許平１１－３３８６２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　これに本発明は、タッチスクリーンにおける使用性向上のための装置および方法をとお
し、ユーザの指のような身体の一部がタッチスクリーンを使用する位置基盤サービス機器
においてユーザの視野を妨害しないようにすることをその目的とする。
【００１１】
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　本発明の他の目的はタッチスクリーンを使用する位置基盤サービス機器においてユーザ
に細密な地図の移動および検索を提供することである。
【００１２】
　本発明の開示は以上で言及した目的に制限されず、言及されていないまた他の目的は下
の記載によって当業者に明確に理解し得るものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性
向上のための装置は第１タッチおよび第２タッチを感知し、上記感知されたタッチの接触
位置を把握するタッチ感知部、上記把握された第１タッチの接触位置にポインタを設定す
るポインタ設定部および上記第２タッチの移動にともなう接触位置の移動を上記ポインタ
の位置移動に変換する座標変換部を含む。
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性
向上のための方法は第１タッチを感知し、上記感知されたタッチの接触位置を把握する第
１タッチ感知段階、上記把握された第１タッチの接触位置にポインタを設定するポインタ
設定段階、第２タッチを感知し、上記感知されたタッチの接触位置を把握する第２タッチ
感知段階および上記第２タッチの移動にともなう接触位置の移動を上記ポインタの位置移
動に変換する座標変換段階を含む。
【発明の効果】
【００１５】
　上記したような本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための
装置および方法によれば次のような効果が一つあるいはそれ以上ある。
【００１６】
　ユーザがみようとする画面の内容がユーザの指のような身体一部分やスタイラスペンの
ような道具に一部隠される現象を解消する長所がある。
【００１７】
　また、第１タッチおよび第２タッチでポインタの移動やポインタによる動作を細密に調
節できる長所もある。
【００１８】
　また、画面の大きさを拡大せず、ポインタの移動およびポインタによる動作を細密に調
節することによって位置基盤サービス機器の小型化に寄与する長所もある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　その他実施形態の具体的な事項は詳細な説明および図面に含まれている。
【００２０】
　本発明の利点および特徴、そしてそれらを達成する方法は添付される図面と共に詳細に
後述されている実施形態を参照すれば明確になるものである。
【００２１】
　しかし、本発明は以下で開示される実施形態に限定されず、互いに異なる多様な形態で
具現され得、単に本実施形態は本発明の開示を完全なものにし、本発明が属する技術分野
における通常の知識を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提供されているもの
であり、本発明は請求項の範疇によってのみ定義される。
明細書全体において同一参照符号は同一構成要素を示す。
【００２２】
　以下、本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置およ
び方法を説明するための構成図あるいは処理フローチャートに対する図面を参考として本
発明に対して説明する。
【００２３】
　この時、処理フローチャート図面の各構成とフローチャート図面の組合はコンピュータ
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プログラムインストラクションによって、遂行され得ることを理解し得るものである。
【００２４】
　これらコンピュータプログラムインストラクションは汎用コンピュータ、特殊用コンピ
ュータあるいはその他プログラム可能なデータプロセシング装備のプロセッサに搭載され
るため、コンピュータあるいはその他プログラム可能なデータプロセシング装備のプロセ
ッサによって遂行されるそのインストラクションがフローチャート構成（ら）で説明され
た機能を遂行する手段を生成するようになる。
【００２５】
　これらコンピュータプログラムインストラクションは特定方式で機能を具現するために
コンピュータあるいはその他プログラム可能なデータプロセシング装備を指向できるコン
ピュータ利用可能あるいはコンピュータ判読可能メモリに保存されることも可能であるた
め、そのコンピュータ利用可能あるいはコンピュータ判読可能メモリに保存されたインス
トラクションはフローチャート構成（ら）で説明された機能を遂行するインストラクショ
ン手段を内包する製造品目を生産することも可能である。
【００２６】
　コンピュータプログラムインストラクションはコンピュータあるいはその他プログラム
可能なデータプロセシング装備上に搭載されることも可能であるため、コンピュータある
いはその他プログラム可能なデータプロセシング装備上で一連の動作段階が遂行されてコ
ンピュータで実行されるプロセスを生成してコンピュータあるいはその他プログラム可能
なデータプロセシング装備を遂行するインストラクションはフローチャート構成（ら）で
説明された機能を実行するための段階を提供することも可能である。
【００２７】
　また、各構成は特定された論理的機能（ら）を実行するために一つ以上の実行可能なイ
ンストラクションを含むモジュール、セグメントあるいはコードの一部を示し得る。
【００２８】
　また、いくつかの代替実行例では構成で言及された機能が順序を外れ発生することも可
能であることを注目しなければならない。
【００２９】
　例えば、相次いで図示されている二つの構成は事実実質的に同時に遂行されることも可
能であり、あるいはその構成が時々該当する機能によって逆順で遂行されることも可能で
ある。
【００３０】
　以下、本発明の実施形態ではタッチスクリーンを使用する位置基盤サービス機器の画面
に地図がディスプレされており、ユーザは地図でみようとする地点を選択すると仮定し、
添付された図面を参照にし、本発明の望ましい実施形態を詳細に説明する。
【００３１】
　図２Ａは本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置の
構成を図示したブロック図である。
【００３２】
　本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置２００は第
１タッチおよび第２タッチを感知し、感知されたタッチの接触位置を把握するタッチ感知
部２０１、タッチ感知部２０１で把握された第１タッチの接触位置にポインタを設定する
ポインタ設定部２０２、第２タッチの移動にともなう接触位置の移動をポインタの位置移
動に変換する座標変換部２０３、タッチ感知部２０１で把握した接触位置の圧力を感知し
て感知された圧力に対応する動作を指示する圧力感知部２０４およびポインタの位置移動
と感知された圧力に対応する動作をディスプレするディスプレ部２０５を含む。
【００３３】
　本発明の実施形態による図２Ａに図示された構成要素はソフトウェアあるいはＦＰＧＡ
（Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）あるいはＡＳＩＣ（
Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）
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のようなハードウェア構成要素を意味し、所定の役割を遂行する。
【００３４】
　しかし「構成要素」はソフトウェアあるいはハードウェアに限定される意味ではなく、
各構成要素はアドレッシングできる保存媒体にあるように構成することもでき、一つある
いはそれ以上のプロセッサを再生させるように構成することもできる。
【００３５】
　したがって、一例として構成要素はソフトウェア構成要素、客体指向ソフトウェア構成
要素、クラス構成要素およびタスク構成要素のような構成要素と、プロセス、関数、属性
、プロスィージャ、サブルーチン、プログラムコードのセグメント、ドライバ、ファーム
ウェア、マイクロコード、回路、データ、データベース、データ構造、テーブル、アレイ
、および変数を含む。
【００３６】
　構成要素と該当構成要素のうち提供されている機能はさらに小さい数の構成要素に結合
されたり追加的な構成要素にさらに分離することができる。
【００３７】
　参考として、図２Ａに図示された装置２００は図２Ｂに図示されたように位置基盤サー
ビス機器に使用され得る。
タッチ感知部２０１はユーザのタッチを感知するためにタッチセンサを含み機器の画面に
該当するディスプレ部２０５の上面に位置することができ、圧力感知部２０４はタッチの
接触位置で圧力を感知してディスプレ部２０５の下端面に一つ以上多数の個数として存在
することができる。
【００３８】
　先に、図２Ａに図示された装置２００中タッチ感知部２０１は第１タッチおよび第２タ
ッチを感知し、感知されたタッチの接触位置を把握する。
【００３９】
　ここで第１タッチは、位置基盤サービス機器の画面でユーザがみようとする地点に対す
る物体の接触を意味し、この時物体とは、ユーザの指のような身体の一部分やスタイラス
ペンのような道具を意味する。
【００４０】
　以下、説明の便宜上本発明の実施形態では、位置基盤サービス機器の入力手段としてユ
ーザの指のような身体の一部分を使用する場合を説明し、第２タッチおよびタッチ感知部
２０１に対するより詳細な説明は図２Ａに図示された他の装置２０２～２０５を説明しつ
つ、共に詳細に説明する。
【００４１】
　図３Ａないし図３Ｂは本発明の実施形態によるユーザの第１タッチ過程を図示した図面
である。
図３Ａは位置基盤サービス機器３１０の画面３２０に地図がディスプレされており、ユー
ザは地図でみようとする特定地点３２１に指３３０を使用してタッチしようとすることが
図示されている。
【００４２】
　図３Ｂは図３Ａに図示された特定地点３２１をユーザが指３３０でタッチした、すなわ
ち第１タッチの接触位置３２１を図示している。
この時、タッチ感知部２０１は上述した第１タッチを感知し、第１タッチの接触位置３２
１を把握する。
【００４３】
　図３Ｃは本発明の実施形態によるポインタ設定を図示した図面である。
ポインタ設定部２０２はタッチ感知部２０１で把握された第１タッチの接触位置３２１に
ポインタ３２２を設定する。
【００４４】
　参考として、図３Ｃでみるようにユーザの指３３０は第１タッチの接触位置３２１で分
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離されていることが分かる。
【００４５】
　ポインタ設定部２０２でポインタ３２２を設定する、すなわち第１タッチの接触位置３
２１にポインタ３２２を位置させる時点は、ユーザが第１タッチ後第１タッチの接触位置
３２１から接触を解除したり、ユーザが第１タッチ後所定の距離ほど第１タッチの接触位
置３２１を移動させる時、ポインタ設定部２０２は第１タッチの最初の接触位置３２１に
ポインタを設定する。
【００４６】
　これは、タッチ感知部２０１で第１タッチと第２タッチを区分することと密接に関係し
、図３Ｆを参照として後述するようにする。
【００４７】
　図３Ｄないし図３Ｅは本発明の実施形態による第２タッチの移動にともなう接触位置の
移動を図示した図面である。
第２タッチの前に、図３Ａないし図３Ｃをよって説明したように、タッチ感知部２０１の
第１タッチの感知および該当接触位置３２１の把握、そしてポインタ設定部２０２によっ
て、第１タッチの接触位置３２１にポインタ３２２設定が成された。
【００４８】
　以後、ユーザは図３Ｄに図示されたように、位置基盤サービス機器３１０の画面３２０
で第２タッチの予定位置３２３を決定し、図３Ｅに図示されたように該当位置３２３をタ
ッチすれば、タッチ感知部２０１は第２タッチを感知して第２タッチの接触位置３２３を
把握する。
【００４９】
　座標変換部２０３はタッチ感知部２０１から第１タッチおよび第２タッチの接触位置を
伝達され、第２タッチの移動にともなう接触位置３２３の移動（図３Ｅで３２４位置）を
ポインタ３２２の位置移動に変換する。
【００５０】
　ここで第２タッチは、第１タッチの接触位置３２１に設定されたポインタ３２２の移動
を調節するためのユーザの接触を意味するものであって、図３Ｅに図示されたように、第
２タッチの位置３２３は位置基盤サービス機器３１０の画面３２０で第１タッチの接触位
置３２１に設定されたポインタ３２２の移動を調節するに便利な領域に選択するのが望ま
しい。
【００５１】
　参考として、タッチ感知部２０１は第１タッチおよび第２タッチを所定の時間差で区分
する。
例えば図３Ｃに図示されたように、ユーザの第１タッチ後、第１タッチの接触が解除され
、第１タッチの接触位置３２１でない他の位置にユーザのタッチが発生すればタッチ感知
部２０１はこれを第２タッチで認識するのである。
【００５２】
　図３Ｆは本発明の実施形態によるタッチ感知部の第１タッチおよび第２タッチの区分方
法を図示した図面である。
【００５３】
　タッチ感知部２０１は第１タッチおよび第２タッチを所定の距離差で区分することもで
きる。
例えば、ユーザの第１タッチ後、第１タッチの接触が維持された状態で所定の距離を移動
すれば、すなわち第１タッチの接触位置３２１を中心に所定の境界３２５を超過して移動
すればタッチ感知部２０１はこれを第２タッチで認識するのである。
また、タッチ感知部２０１は第１タッチおよび第２タッチを圧力の入力の可否によって区
分することもできる。
【００５４】
　例えば、ユーザの第１タッチと圧力が同時に成されれば接触位置を中心にポインタを設



(8) JP 5448346 B2 2014.3.19

10

20

30

40

50

定して第２タッチの場合圧力なしでタッチだけ成されればタッチ感知部２０１はこれを第
２タッチで認識するのである。
【００５５】
　一方、座標変換部２０３は第１タッチおよび第２タッチの接触位置、さらに詳しく表現
すれば接触位置に対する座標を知っているため、以後ユーザが第２タッチの接触位置を移
動させる度に変化される第２タッチの接触位置に対する座標を第１タッチ、すなわちポイ
ンタの位置座標に反映する。
したがってユーザの第２タッチ状態に対する接触位置の移動がポインタの移動に変換され
るのである。
【００５６】
　図３Ｇは本発明の実施形態による第２タッチの接触位置移動がポインタの移動に反映さ
れることを図示した図面である。
第２タッチの最初の接触位置３２３から他の接触位置３２４に移動すれば、タッチ感知部
２０１は移動する接触位置３２４の座標を把握し、把握された座標を第１タッチの接触位
置に設定されたポインタ３２２にリアルタイムで反映してポインタを移動させつつ、上述
した過程で座標変換部２０３をとおし移動したポインタ３２６が図３Ｇに図示されている
。
【００５７】
　この時、座標変換部２０３は第２タッチの接触位置移動にともなうポインタの位置移動
を１対１に変換することができる。
【００５８】
　例えば、第２タッチの接触位置が機器の画面から３ｃｍくらい右側に移動したとすれば
、ポインタの位置も現在位置から３ｃｍくらい右側に移動するのである。
また座標変換部２０３は第２タッチの接触位置移動にともなうポインタの位置移動を１対
Ｎに変換することもできる。
【００５９】
　例えば、第２タッチの接触位置が機器の画面から３ｃｍくらい左側に移動したとすれば
、ポインタの位置は現在位置で変換比率によって１ｃｍ、０．５ｃｍあるいはその以下く
らい左側に移動するのである。
【００６０】
　これは、位置基盤サービス機器の画面にディスプレされる地図の蓄積が高く、細密なポ
インタ移動が不可能な場合にも細密なポインタの移動を可能にし、位置基盤サービス機器
の画面だけでなく、タッチスクリーンを使用する大部分のデジタル機器の画面が段々小型
化されていく傾向で本発明が提供するポインタの細密な移動は該当機器の使用性を向上さ
せることができる。
【００６１】
　参考として、本発明の実施形態による装置は第１タッチと第２タッチを利用してポイン
タを移動させるだけでなく、ボタン（未図示）やタッチ（未図示）のような所定のモード
転換入力によって地図を回転させることもできる。
【００６２】
　図３Ｈは本発明の実施形態による地図回転方法を図示した図面である。
【００６３】
　図３Ｅに図示されたようにタッチ感知部２０１の第１タッチの感知および該当接触位置
３２１の把握、ポインタ設定部２０２によって第１タッチの接触位置３２１にポインタ３
２２設定、そして第２タッチの接触が成されたとすれば、ユーザは回転転換ボタン（未図
示）や回転転換のためのタッチ（未図示）によって地図を望みどおり回転させることがで
きる。
【００６４】
　この時、図３Ｈに図示されたように地図の回転は第１タッチの接触位置３２１を中心に
回転するようになり、ユーザは第２タッチの接触位置を移動させることによって回転の大
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きさを調節することができる。
【００６５】
　座標変換部２０３は第２タッチの接触位置移動にともなうポインタを中心とした回転を
、上述した第２タッチの接触位置移動とポインタの移動変換比率のように、１対１あるい
は１対Ｎで調節して細密に地図の回転を調節することができる。
【００６６】
　一方、圧力感知部２０４はタッチ感知部２０１で把握した第１タッチおよび第２タッチ
の接触位置に対する圧力を感知して感知された圧力に対応する動作を指示する。
【００６７】
　また、圧力感知部２０４は第１タッチおよび第２タッチの接触位置に対して感知された
圧力の持続時間と圧力程度によって感知された圧力に対応する動作を指示することができ
る。
【００６８】
　例えば地図のズーム－イン（Ｚｏｏｍ　Ｉｎ）でもズーム－アウト（Ｚｏｏｍ　Ｏｕｔ
）機能動作時、圧力の程度によってズーム－インやズーム－アウトの速度を調節すること
ができる。
【００６９】
　圧力が低い場合、ズーム－インやズーム－アウトの速度が遅く、圧力が高い場合、ズー
ム－インやズーム－アウトの速度が速くなる効果を与え得る
　図３Ｉないし図３Ｊは本発明の実施形態による圧力感知部の動作指示を図示した図面で
ある。
例えば、第１タッチ後接触位置の移動なしで所定の時間の間圧力を維持すれば、圧力感知
部２０４は図３Ｉのように地図で該当位置の情報３２７をディスプレするようにディスプ
レ部２０５に要請する。
ここで該当位置の情報３２７は地名、建物名、緯度および経度のような情報が含み得る。
【００７０】
　また、第２タッチ後接触位置の移動なしで所定の時間の間圧力を維持すれば、圧力感知
部２０４はマウスの左側ボタンクリックと右側ボタンクリックの効果を示すこともできる
。
【００７１】
　例えば、第２タッチ後接触位置の移動なしで直ちに圧力を加える場合、マウスの左側ボ
タンクリックのような効果を示し得、図３Ｊのように第２タッチ後接触位置の移動なしで
所定の時間（例えば、２秒）間圧力を維持すればマウス右側ボタンクリックの効果を示し
属性ウィンドウ３２８をポップアップすることができる。
【００７２】
　本発明で提示する圧力の持続時間および圧力の強度は実施形態によってどのようにでも
多様に実行されるので本発明の実施形態で限定しない。
【００７３】
　図４は本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための方法を図
示したフローチャートである。
参考として、説明の便宜上図２に図示された装置を参照して図４のフローチャートを説明
する。
タッチ感知部２０１はユーザの第１タッチを感知し、第１タッチの接触位置を把握する（
Ｓ４０１）。
Ｓ４０１後、タッチ感知部２０１は第１タッチの接触が解除されたのかを判断する（Ｓ４
０２）。
【００７４】
　判断結果、第１タッチの接触が解除されたとすればポインタ設定部２０２は第１タッチ
の接触位置にポインタを設定する（Ｓ４０３）。
【００７５】
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　Ｓ４０３後、タッチ感知部２０１はユーザの第２タッチを感知し、第２タッチの接触位
置を把握する（Ｓ４０４）。
【００７６】
　この時、タッチ感知部２０１は第１タッチの接触が解除された後成された接触、すなわ
ち所定の時間差が発生した後成された接触であるため、これを第２タッチで区分する。
Ｓ４０４後、圧力感知部２０４は第２タッチの接触位置で圧力感知の可否を判断する（Ｓ
４０５）。
判断結果、圧力が感知されない場合、タッチ感知部２０１はユーザの第２タッチ移動を感
知し、第２タッチが移動する接触位置を把握する（Ｓ４０６）。
【００７７】
　万一Ｓ４０５の判断結果、第２タッチの接触位置に圧力が感知される場合、圧力感知部
２０４によって今後説明するＳ４１２～Ｓ４１３の過程で行われる。
【００７８】
　Ｓ４０６後、座標変換部２０３はＳ４０５で把握された第２タッチの移動をポインタの
移動に変換して反映する（Ｓ４０７）。
【００７９】
　この時、座標変換部２０３は第２タッチの移動に対するポインタの移動を１対１あるい
は１対Ｎに反映し、第２タッチでポインタの移動を細密に調節することができる。
Ｓ４０７後、ディスプレ部２０５をとおしポインタの位置移動がディスプレされる（Ｓ４
０８）。
【００８０】
　万一Ｓ４０２の判断結果、第１タッチの接触が解除されない場合、タッチ感知部２０１
は第１タッチの移動の可否を判断する（Ｓ４０９）。
【００８１】
　判断結果、第１タッチの移動が所定の距離を外れた場合、タッチ感知部２０１はこれを
第２タッチとして判断してポインタ設定部２０２は第１タッチの最初の接触位置にポイン
タを設定する（Ｓ４１０）。
【００８２】
　万一Ｓ４０９の判断結果、第１タッチの移動が所定の距離を外れることができなかった
とすれば、タッチ感知部２０１で持続的に第１タッチの感知および接触位置を把握するよ
うになる。
【００８３】
　万一Ｓ４０９の判断結果、第１タッチの接触位置が移動されなかったとすれば、圧力感
知部２０４は第１タッチの接触位置で圧力感知の可否を判断し（Ｓ４１１）、判断結果圧
力が感知される場合、圧力の持続時間や圧力の強度を把握して該当条件に対応する動作を
指示する（Ｓ４１２）。
Ｓ４１２後、ディスプレ部２０５は指示された動作をディスプレする（Ｓ４１３）。
【００８４】
　以上と添付された図面を参照として本発明の実施形態を説明したが、本発明が属する技
術分野における通常の知識を有する者は本発明がその技術的思想や必須の特徴を変更せず
、他の具体的な形態で実施され得ることを理解し得るものである。したがって、以上で記
述した実施形態はすべての面で例示的なものであり、限定的ではないことと理解しなけれ
ばならない。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１Ａ】従来の位置基盤サービス機器でマップブラウジング機能をとおし地図がディス
プレされたことを図示した図である。
【図１Ｂ】従来の位置基盤サービス機器でマップブラウジング機能をとおし地図がディス
プレされたことを図示した図である。
【図２Ａ】本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置の



(11) JP 5448346 B2 2014.3.19

10

20

構成を図示したブロック図である。
【図２Ｂ】本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための装置の
構成を実際機器に適用した図である。
【図３Ａ】本発明の実施形態によるユーザの第１タッチ過程を図示した図である。
【図３Ｂ】本発明の実施形態によるユーザの第１タッチ過程を図示した図である。
【図３Ｃ】本発明の実施形態によるポインタ設定を図示した図である。
【図３Ｄ】本発明の実施形態による第２タッチの移動にともなう接触位置の移動を図示し
た図である。
【図３Ｅ】本発明の実施形態による第２タッチの移動にともなう接触位置の移動を図示し
た図である。
【図３Ｆ】本発明の実施形態によるタッチ感知部の第１タッチおよび第２タッチの区分方
法を図示した図である。
【図３Ｇ】本発明の実施形態による第２タッチの接触位置移動がポインタの移動に反映さ
れることを図示した図である。
【図３Ｈ】本発明の実施形態による地図回転方法を図示した図である。
【図３Ｉ】本発明の実施形態による圧力感知部の動作指示を図示した図である。
【図３Ｊ】本発明の実施形態による圧力感知部の動作指示を図示した図である。
【図４】本発明の実施形態によるタッチスクリーンにおける使用性向上のための方法を図
示したフローチャートである。
【符号の説明】
【００８６】
２０１　　　タッチ感知部
２０２　　　ポインタ設定部
２０３　　　座標変換部
２０４　　　圧力感知部
２０５　　　ディスプレ部
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【図４】



(15) JP 5448346 B2 2014.3.19

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  兪　炳　仁
            大韓民国京畿道龍仁市器興区農書洞三星綜合技術院内（番地なし）
(72)発明者  金　誠　運
            大韓民国京畿道龍仁市器興区農書洞三星綜合技術院内（番地なし）
(72)発明者  金　淵　培
            大韓民国京畿道龍仁市器興区農書洞三星綜合技術院内（番地なし）
(72)発明者  金　▲なむ▼　佑
            大韓民国京畿道龍仁市器興区農書洞三星綜合技術院内（番地なし）
(72)発明者  李　權　株
            大韓民国京畿道龍仁市器興区農書洞三星綜合技術院内（番地なし）

    審査官  中田　剛史

(56)参考文献  特開２００６－１７９００６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－２０３０４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１０４９１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０３－１８６９２１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０１，３／０３－３／０４８９　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

